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主な内容　大紀町長と町議会議員のご紹介/第10回美し

国三重市町対抗駅伝/議会だより/大紀町奨学金制度のご

案内/畜犬登録及び狂犬病予防注射集合注射の日程につ

いて/平成29年4月からスプレー缶とライター類は有害

ごみに/国家公務員募集のお知らせ/ほか
柏崎わかば保育園でおひなまつり会が行われ、園児た

ちは、それぞれかわいいひな人形を作っていました。



大紀町長と町議会議員のご紹介
　任期満了（3月12日）に伴う大紀町議会議員選
挙が、2月26日（日）に行われ、即日開票の結果、
町議会議員には左頁の14人が当選しました。
　また、大紀町長選挙は、2月21日（火）の立候
補受付において、現職の谷口友見氏の他に届
出がなく、無投票当選となりました。
　27日（月）には、本庁議会棟中会議室におい
て、選挙管理委員会の湊明春委員長から町長
と町議会議員一人ひとりに当選証書が授与さ
れました。

※敬称略

大紀町長

谷口　友見（77歳・錦）
たにぐち　　ともみ

　再選した谷口町長が、「今回無投票で当選さ
せていただいたのは、町民の皆さんに応援い
ただいたお陰です。このご恩は、3期目からの
4年間で必ずお返しさせていただく覚悟です。」
と、3期目の決意を述べました

当選証書を受け取る谷口町長

　当選証書授与式の後には、大紀町職員一同から
花束が贈られました

　当選証書を受け取った議員の方々と谷口町長が握手
を交わしました
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新たに選出された町議会議員の皆さん ※届出順に右上から左へ掲載しています
※敬称略

渡
わたなべ

邊　典
のり

浩
ひろ

（52歳・崎）

辻
つじはら

原　雄
ゆうじ

司
（73歳・金輪）

柏
かしわぎ

木　昭
あきひさ

久
（61歳・滝原）

出
でぐち

口　真
しん

吾
ご

（56歳・阿曽）
平
ひら

見
み

　順
じゅんいち

一
（79歳・永会）

加
かとう

藤　德
のり

幸
ゆき

（63歳・錦）

元
げんさか

坂　　明
あきら

（74歳・野原）
山
やまぞえ

添　英
ひでき

機
（74歳・崎）

大
おおひがし

東　政
せいじ

司
（77歳・柏野）

北
きたで

出　幸
こういち

一
（69歳・永会）

山
やまかわ

川　和
かずき

基
（56歳・錦）

村
むらた

田　康
やすお

郎
（67歳・阿曽）

伊
いとう

藤　衡
ひでき

基
（51歳・大内山）

谷
たにぐち

口　宏
ひろつぐ

嗣
（69歳・錦）

　2月26日（日）に行われた議会議員選挙の投
票者数および投票率については、次のとお
りです。

大紀町議会議員選挙

当日有権者数 8,036人

投 票 者 数 6,520人

投　票　率 81.13％
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第10回美し国三重市町対抗駅伝
　2月19日（日）　美し国三重市町対抗駅伝が開催
され、県下29市町の代表選手が参加し、県庁か
ら伊勢市の県営総合競技場までの41.695kmを、
タスキをつなぎ競いました。
　大紀町チームは、昨年9月から練習を重ねてき
た成果を発揮し、総合で21位、町の部では9位と
健闘しました。
　また、当日は町内からおよそ1,200人の方々が
沿道に駆けつけ、「ガンバレ！」と熱い声援を送っ
ていました。

スタートの合図で一斉に走り出す選手たち 選手紹介を受ける8区　藤塚早栄さん

たいちゃん・きーちゃんも
応援に駆けつけました

3区　大谷小恋さん

4区　西村勇佑さん
沿道には町内からたくさんの方々が
応援に駆けつけてくれました

ゴールした10区　松岡直希コーチたくさんの声援の中を走る5区　奥山英樹さん
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議会事務局　℡86-2248

が
ス
タ
ー
ト
す
る
中
で
、
地
域

の
格
差
と
住
民
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
本
条
例
を
改
正
し

ま
し
た
。

■
平
成
29
年
度
大
紀
町
一
般
会

計
及
び
各
特
別
会
計
（
国
民
健
康

保
険
・
介
護
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
事
業
）
予
算

…
す
べ
て
原
案
可
決

■
平
成
29
年
度
大
紀
町
水
道
事

業
会
計
予
算

…
原
案
可
決

第
１
回
臨
時
会

　

平
成
29
年
第
１
回
大
紀
町
議

会
臨
時
会
を
２
月
７
日
に
開
催

し
ま
し
た
。

 

審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　
■
平
成
28
年
度
大
紀
町
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
５
号
）

…
原
案
可
決

■
大
紀
町
水
道
事
業
給
水
条
例

及
び
大
紀
町
水
道
事
業
分
担
金

徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

…
原
案
可
決

　

町
内
に
お
い
て
水
道
未
普
及

地
区
も
無
く
な
り
、
平
成
29
年

４
月
１
日
よ
り
地
方
公
営
企
業

法
に
基
づ
き
大
紀
町
水
道
事
業

「裁判所・検察庁・弁護士会共同見学会」のご案内

申込み・問い合わせ　津地方検察庁　検察広報官　℡059-228-4165
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX059-228-4801
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平日午前9時～午後5時）

　平成29年5月1日から5月7日は憲法週間です。津地方裁判所、津地方検察庁及び三重弁護士会
では、国民の皆さんに裁判員裁判をはじめとする刑事手続について理解を深めていただくため、
次のとおり共同見学会を開催しますので、ふるってご参加ください。

と　　き 平成29年5月9日（火）　午後1時30分～午後4時30分（午後1時までに集合）

と　こ　ろ 津地方検察庁（津市中央3-12）

内　　容 裁判員裁判法廷・検察庁の取調室などの見学、裁判官・検察官・弁護士などによ
る刑事手続に関する説明

定　　員 30人（事前申込み制、先着順）

申込期間 平成29年4月6日（木）～4月26日（水）（土・日を除く）

平成29年度みえ文化芸術祭　第68回みえ県展作品募集のお知らせ

申込み・問い合わせ　三重県文化会館　〒514-0061　津市一身田上津部田1234
　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡059-233-1100　FAX059-233-1106

県 展 会 期 平成29年5月20日（土）～6月4日（日）

と　こ　ろ 三重県総合文化センター　三重県文化会館

募 集 期 間 平成29年3月1日（水）～4月15日（土）

出品手数料 3,000円
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まちの話題

 赤船祭

　2月13日　錦地区で、伝統行事の赤船祭が行
われました。
　この日、錦小3年生の児童10人を乗せた飾り
船の上では、赤船保存会のみなさんにより祝
い唄が歌われ、錦漁港を3周し、上げ潮ととも
に沖へ出て米やお神酒などを海へ捧げ豊漁を
祈願しました。
　赤船祭が終わると、ブリとともに春がやっ
てくると言われています。

臨時福祉給付金（経済対策分）のお知らせ

問い合わせ　健康福祉課　℡86-2216

　「未来への投資を実現する経済対策」の一環として、消費税率引上げに伴
ない所得の少ない方へ生活への影響を緩和するため、給付するものです。
　●対　象　者　　平成28年度臨時福祉給付金（3,000円）の支給対象者の方
　　　　　　　　平成28年度分の住民税が課税されていない方
　　　　　　　　※ 課税されている方に扶養されている方及び生活保護の

受給者等は対象外です。
　●基　準　日　　平成28年1月1日時点で、住民票が大紀町にある方
　●支　給　額　　対象者1人につき、15,000円
　●申請方法　　給付の対象と見込まれる方には、3月下旬から申請書類をお届けします。

カ
ク
ニ
ン
ジ
ャ

 おひなまつり茶会

　3月4、5日の両日　町内の方からお借りした雛飾
りや趣味で作られたお雛様を鑑賞しながらお茶を
楽しんでもらおうと、阿曽公民館でおひなまつり
茶会が開かれました。
　訪れた方たちは、つるし雛や陶器の雛人形、大
宮保育園の園児たちが作ったお雛様の展示を鑑賞
したり、茶道を習っている子どもたちからお茶の
おもてなしを受けて一服を楽しんでいました。

 サテライトこどもの城！
 みえこどもの城がやってくる

　3月5日　コンベンションホールで、大紀町青
少年育成町民会議主催で「プラネタリウムとカ
プラ遊び」が行われました。
　この催しは、集中力と創造性を高め、学校・
地域を越えた交流を図ることを目的に行われま
した。
　この日は、（公財）三重こどもわかもの育成財
団三重県立みえこどもの城から講師を招き、町

内の小学生以下の子ども54人が参加し、移動式のプラネタリウムやフランス製の積み木「カプ
ラ」で遊びました。
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私
は
旧
紀
勢
町
長
の
４
期
目
に

入
っ
た
、
平
成
12
年
頃
は
国
、
県

か
ら
合が

っ

併ぺ
い

騒そ
う

動ど
う

が
始
ま
る
。

　

当
然
私
達
も
広
域
関
連
で
郡ぐ

ん

境
き
ょ
う

を
越
え
て
度
会
、
多
気
郡
で
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
着
く
。
最
初
の

案
は
３
町
２
村
（
大
台
、
大
宮
、

紀
勢
の
３
町
、
宮
川
、
大
内
山
の

２
村
）
で
進
め
て
い
た
が
２
年
程

経
っ
た
、
あ
る
日
突
然
、
相
談
も

無な

く
紀
勢
町
だ
け
が
ボ
イ
コ
ッ
ト

さ
れ
る
。
当
時
、
特
に
錦
地
区
の

議
員
団
は
、
分
町
に
は
積
極
的
で

強
き
ょ
う

固こ

だ
っ
た
。

　

私
は
「
先ま

ず
、
昭
和
の
合
併
以

後
32
年
間
と
平
成
で
13
年
間
、
45

年
間
柏
崎
の
皆
さ
ん
と
付
き
合
っ

て
来
た
、
家
族
同
様
で
あ
り
、
各

団
体
も
成せ

い

熟
じ
ゅ
く

し
て
い
る
。
国
や
県

も
、
人
口
減
、
少
子
高こ

う

齢れ
い

化か

時
代

を
迎
え
、
子し

し々

孫そ
ん

々そ
ん

の
為
に
公
務

員
天
国
か
ら
県
民
、
住
民
主
導
に

切き
り

替か

え
よ
う
と
し
て
居
る
時
代
で

あ
り
、
町
民
も
多
数
が
合
併
に
は

反
対
だ
ろ
う
と
思
う
。
企
業
の
多

い
50
万
の
政
令
市
付
近
の
市
町
村

は
兎と

も
角か

く

、
例
え
ば
三
重
県
な
ら

ば
、
松
阪
、
伊
勢
志
摩
、
鳥
羽
、

多
気
郡
、
度
会
郡
か
ら
南
部
は
、

あ
と
10
数
年
も
経
て
ば
過
疎
化
が

一
層
進
む
事
は
避さ

け
ら
れ
な
い
だ

ろ
う
。
万ば

ん
な
ん難

を
排は

い

し
て
、
全
会
一

致
で
分
町
だ
け
は
絶
対
に
避
け
た

い
」
そ
し
て
、
議
員
の
皆
さ
ん
に

「
合
併
問
題
が
始
ま
る
前
の
平
成

10
年
頃
か
ら
、
財
政
力
の
弱
い
自

治
体
で
も
、
命
の
綱
で
あ
る
交
付

税
が
減
ら
さ
れ
て
い
る
。
紀
勢
町

で
も
、
年
に
１
億
円
づ
つ
、
減げ

ん

収
し
ゅ
う

さ
れ
て
い
る
」
と
説
明
し
、
漸

よ
う
や

く

半
年
後
に
紀
勢
町
の
分
町
問
題
を

回か
い

避ひ

す
る
。
皆
ん
な
が
「
町
長
！
、

立
派
な
紀
勢
町
に
育
て
て
見
返
し

て
や
ろ
う
や
ア
」
と
、
私
を
励
ま

し
て
く
れ
た
当
時
の
与
党
議
員
方

を
頼
も
し
く
感
じ
た
61
歳
の
初
春

の
儚

は
か
な

い
夢
で
あ
っ
た
（
当
時
も
、

今
も
柏
崎
区
と
別
離
し
な
か
っ
た

事
に
後
悔
は
な
い
、
拘

こ
だ
わ

り
も
な
い
）

　

案
の
定
、
１
年
経
た
な
い
内
に

２
町
２
村
組
は
、
信
長
が
愛
唱
し

た
と
い
う
幸こ

う

若わ
か

舞
の
一
節
「
草く

さ

葉ば

に
置お

く
白し

ら

露つ
ゆ

、
水
に
宿や

ど

る
月
よ
り

な
お
怪あ

や

し
」
の
如ご

と

く
散
る
。
当
時

県
の
関
係
部
長
や
、
松
阪
と
伊
勢

県
民
局
長
な
ど
が
「
大
宮
町
と
大

内
山
村
だ
け
で
は
一
万
人
に
満み

た

な
い
か
ら
」
と
説
得
に
来
る
の
で
、

私
は
「
紀
勢
町
は
昭
和
の
合
併
以

来
45
年
間
、
度
会
３
部
（
現
大
紀

町
）
の
一
員
と
し
て
、
多
気
郡
の

大
台
町
、
宮
川
村
と
も
仲
良
く
付

き
合
い
を
今
も
し
て
い
る
。
我
が

紀
勢
町
民
は
、
道
理
も
人
情
も
わ

き
ま
え
て
い
る
、
い
ら
ぬ
お
節せ

っ

介か
い

は
断

こ
と
わ

る
」 

当
時
、
口く

惜や

し
い
思
い

を
さ
せ
て
い
る
町
会
議
員
や
町
民

の
気
持
ち
を
考
え
、
紀
勢
町
の
意い

地じ

を
通と

お

す
。
全
議
員
の
皆
さ
ん
も

分
町
を
回か

い
ひ避

す
る
事
に
賛さ

ん

同ど
う

。
議

員
団
は
「
単
独
、
合
併
を
町
長
一い

ち

任に
ん

」
全
会
一
致
で
議
決
。
１
年
近

く
協
議
を
重か

さ

ね
、
子
々
孫
々
の

為
「
小

し
ょ
う

異い

を
捨す

て
、
大だ

い

同ど
う

に
つ
く
」

２
町
１
村
の
合
併
に
一
歩
近
づ

く
。
１
年
後
の
平
成
17
年
２
月
14

日
に
大
紀
町
が
誕
生
す
る
「
も
う

２
度
と
繰
り
返
し
て
は
、
な
ら
な

い
事
は
分ぶ

ん

町
ち
ょ
う

で
あ
る
」

　

初
戦
は
我
が
身
の
不
徳
故
に
散

る
。
あ
の
一
敗
は
地
方
行
政
を
預あ

ず

か
る
身
と
し
て
は
大
き
な
試し

練れ
ん

と

な
っ
た
事
は
確た

し

か
で
あ
っ
た
。

　

平
成
21
年
３
月
13
日
、
２
代
目

大
紀
町
長
就
任
、
「
光こ

う

陰い
ん

矢や

の
如ご

と

し
」
町
民
の
皆
さ
ん
に
助
け
て
頂

い
た
だ

き
な
が
ら
の
８
年
が
過
ぎ
る
。

　

町
民
各
位
が
「
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
」
を
始
め
、
町
内
全
区
、
教
育
、

福
祉
、
老
人
会
を
始
め
、
各
種
団

体
の
皆
さ
ん
が
触ふ

れ
合あ

い
の
中

で
、
合
併
を
し
た
事
を
忘
れ
さ
せ

て
く
れ
る
程
、
強
い
「
絆

き
ず
な

」
で
結

ば
れ
て
来こ

ら
れ
た
町
民
各
位
に
感

謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

　

来ら
い

期き

の
努
力
目
標
は
、
皆
ん
な

が
安
全
な
町
で
安
心
し
て
暮
せ
る

町
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か

り
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
道
し
る

べ
を
根こ

ん

気き

よ
く
質し

っ

素そ

倹け
ん

約や
く

、
費ひ

用よ
う

対た
い

効こ
う

果か

を
考
え
、
行
政
の
舵か

じ

取と

り

の
役
目
こ
そ
が
私
の
責
務
で
あ
る
。

２
月
５
日
（
日
）
自
宅
に
て

　

今
朝
は
快か

い

晴せ
い

で
あ
る
が
風
が
少

し
強
い
の
で
心
配
で
あ
る
。
柏
崎

の
選
挙
本
部
に
着
く
と
、
案あ

ん

の

定
じ
ょ
う

、
少
し
だ
が
雪
も
散
ら
つ
い
て

い
る
。
西
村
公ま

さ

伸の
ぶ

後
援
会
長
と

糸
川
喜き

代よ

英ひ
で

代
行
に
、
「
寒
い
か

ら
、
皆
さ
ん
風か

邪ぜ

を
ひ
く
と
申
し

訳
な
い
か
ら
、
出
陣
式
の
全
て
を

簡か
ん

略
り
ゃ
く

に
す
る
様
に
頼
む
」
お
二
人

は
32
年
前
の
昭
和
61
年
か
ら
仲
間

の
皆
さ
ん
と
共
に
私
を
支さ

さ

え
て
頂

い
た
、
「
刎ふ

ん

頚け
い

の
友
」
達
で
あ
る
。

旧
紀
勢
町
当
時
か
ら
、
今
も
３
代

続
い
て
支
援
を
頂
い
て
い
る
仲
間

が
数
多
く
支
え
て
く
れ
て
い
る
の

甘
辛
ト
ー
ク

蝶
々
の
ひ
と
り
ご
と

第62回

は
心
強
く
有
難
い
。

　

近
年
は
、
世
界
中
の
先
進
国
は

「
経
済
優
先
」
と
「
軍ぐ

ん

拡か
く

競
争
」
で

あ
る
、 

大
企
業
と
て
、
或
る
日
、

突
然
倒
産
す
る
時
代
で
あ
る
。
全

て
ス
ピ
ー
ド
、
便
利
さ
だ
け
を
追

い
求
め
た
時
代
の
付つ

け

で
、
既す

で

に
始

ま
っ
て
い
る
、
賃ち

ん

金ぎ
ん

の
安
い
外
国

人
や
、
ロ
ボ
ッ
ト
軍
団
に
職
場
を

奪う
ば

わ
れ
る
事
だ
ろ
う
。
10
年
も
す

れ
ば
、
大
都
会
と
て
高
齢
化
す
る

事
は
必ひ

っ

至し

で
あ
る
。

 
 

今
は
多
く
の
友
人
た
ち
に
助
け

ら
れ
て
い
る
事
に
感
謝
し
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
お
陰
で
無
投
票
に
て

３
選
目
を
頂
い
た
事
に
「
一ひ

と

皮か
わ

も

二ふ
た

皮か
わ

も
成
長
し
た
職
員
達
」
と
共

に
懸
命
に
働
く
覚
悟
で
あ
る
。

  

今
月
末
で
勇
退
さ
れ
る
諸
君
は

小
倉
斉
君
、
山
本
善
道
君
、
中
谷

登
代
子
君
、
小
林
喜
代
美
君
、
谷

口
満
穂
君
、
阪
井
厚
子
君
、
阪
井

功
詞
君
、
中
村
洋
子
君
、
栗
山
貴

博
君
、
中
世
古
智
子
君
で
あ
る
。

（
例
年
の
こ
と
で
あ
る
が
親
子
程
、

年
の
離
れ
た
弟
や
、
妹
達
を
未み

ち知

の
世
界
に
送
り
出
す
気
分
で
あ

る
。
ち
ょ
っ
と
寂さ

み

し
い
）「
皆
さ
ん
、

ご
苦
労
さ
ん
で
し
た
、
有
り
難
う
」

　

平
成
29
年
３
月
５
日
（
日
）

自
宅
に
て

　

大
紀
町
長　

谷
口　

友
見

今
だ
か
ら
伝
え
た
い

難
産
だ
っ
た
、
大
紀
町
誕
生

強
い
絆
を
誕
生
さ
せ
た

         

　
　

町
民
は
主
役
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くらしの情報くらしの情報

大紀町奨学金制度のご案内
　大紀町奨学金制度は、高等学校、短大、各種専門学校、大学に在学する向学心旺盛な学生、
生徒で学資の十分でない方に対し、奨学金を貸与し、卒業後、社会のために貢献していただく
ことを目的としています。
○申し込み資格
　◆保護者が町内に在住する方
　◆世帯の前年度所得が500万円以下の方
　◆日本国内の学校に在学する方
○貸与額および人員
　◆高等学校生　　　　　⇒　　年額120,000円　　定員20名
　◆短大・専門学校生　　⇒　　年額240,000円　　定員20名
　◆大学生　　　　　　　⇒　　年額360,000円　　定員20名
○貸与期間
　高等学校、短大、各種専門学校、大学における正規の修業期間内とします。
○貸与時期
　年3回（5月・9月・1月）に分けて貸与します。
○償還の方法
　最終学校を卒業後、2年間据え置き期間を経た後、10ヵ年の年賦均等償還とし、利子は課し
ません。
○申込期限　　　　　　　　　　平成29年4月28日（金）
○申込方法
　貸与を希望される方は、申込書類一式を次の窓口にて入手し、記入の上、関係証明書を添付し、
教育委員会事務局へ提出してください。　　※提出の際に申請に不備が無いか確認いたします。
　◆教育委員会事務局（中央公民館）・本庁住民課・錦支所・七保支所・柏崎支所

○選考方法　奨学生選考委員会において基準に照らして審査決定します。

《提出書類》
　①奨学生申請書
　②奨学生推薦書
　③在学校成績証明書又は出身校成績証明書（学校に申請）
　④家庭状況表
　⑤在学証明書又は入学試験合格証明書写し（学校に申請）
　⑥世帯の公的年間所得証明書（本庁・支所に申請）

○選考方法　奨学生選考委員会において基準に照らして審査決定します。

《提出書類》
　①奨学生申請書
　②奨学生推薦書
　③在学校成績証明書又は出身校成績証明書（学校に申請）
　④家庭状況表
　⑤在学証明書又は入学試験合格証明書写し（学校に申請）
　⑥世帯の公的年間所得証明書（本庁・支所に申請）

問い合わせ　教育委員会事務局　学校教育課　℡72-4040

平成29年度三重県私費留学生・医療看護系外国人学生奨学金受給者の募集について

問い合わせ　三重県環境生活部　多文化共生課　℡059-224-5974
Fax059-222-5984　　E-mail tabunka@pref.mie.jp

　三重県では、成績、人物ともに優秀な人に奨学金を給付し、21世紀を担う国際感覚と視野に
富んだ人材を育成します。
　●募集期間　　平成29年3月6日（月）～4月21日（金）午後5時まで（必着）
　●申込方法　　所定の申請用紙にご記入の上、次の住所へお申し込みください。
　　申込み・問い合わせ　〒514-0009　津市羽所町700番地　アスト津3階
　　℡059-223-5006　FAX059-223-5007　ホームページ　http://www.mief.or.jp
　　※ 平成29年4月1日以降の申込み・問い合わせについては、三重県環境生活部多文化共生課

までお問い合わせください。
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くらしの情報

畜犬登録及び狂犬病予防注射集合注射の日程について
月　日 ところ 時　間 ところ 時　間

4月18日
（火）

紀勢老人福祉センター 午前 9 時～午前 9 時30分 三ヶ野生活改善センター 午後 1 時～午後 1 時10分
駒コミュニティセンター 午前10時～午前10時20分 大紀町コンベンションホール 午後 1 時25分～午後 1 時40分
役場大内山支所 午前10時30分～午前11時 阿曽公民館 午後 1 時55分～午後 2 時 5 分
川口コミュニティセンター 午前11時10分～午前11時20分 船木公民館 午後 2 時30分～午後 2 時40分
米ヶ谷コミュニティセンター 午前11時30分～午前11時40分 三瀬川生活改善センター 午後 2 時50分～午後 3 時

4月19日
（水）

柏野センター 午前 9 時～午前 9 時10分 神原集会所 午前11時35分～午前11時40分
滝原公民館 午前 9 時30分～午前 9 時50分 七保支所 午後 1 時～午後 1 時10分
藤児童館 午前10時 5 分～午前10時10分 野添集会所 午後 1 時20分～午後 1 時25分
木屋公民館 午前10時20分～午前10時25分 野原生活改善センター 午後 1 時40分～午後 1 時55分
多目的センターふるさと館 午前10時40分～午前11時 黒坂生活改善センター 午後 2 時 5 分～午後 2 時20分
金輪集会所 午前11時10分～午前11時20分

注）集合注射料金は、注射メタル交付を含めて1頭3,200円です。
　◎ 登録犬にはハガキを送付します。ハガキが届きましたら、おもてに記載の問診項目を必ず

お答えください。また、記載事項に誤りがあるときは訂正して提出してください。
　◎ 集合注射の際、首輪をしっかりつけて、事故のないようにしてください。集合注射に不向

きな犬の場合は、事故や責任問題等の観点から、出来るだけ動物病院で接種するようにし
てください。なお、町外の動物病院で接種された方は注射済証と印鑑、550円を持って注射
済票の手続きを役場本庁・支所でお願いします。

　◎ 犬が死亡したとき、飼い主の住所・氏名や犬の所在地が変わったときには、役場環境水道
課に必ずお知らせください。

　※犬の登録は狂犬病予防法で定められています。（登録料1頭3,000円）
　　狂犬病予防法に違反した場合は拘留または罰金に処される場合があります。

散歩中のフンは、飼い主が責任を持って処理しましょう。
ティッシュとビニール袋があると、処理がしやすいです。

平成29年度再生資源回収事業のお知らせ
　ゴミの減量化・資源の再生化を図るため、下記の日程で資源回収事業を実施します。
　みなさまのご協力をよろしくお願いします。

問い合わせ　環境水道課　℡86-2245

※詳細につきましては、回覧やケーブルテレビなどでお知らせします。
　雨天の場合は翌週の土曜日に行います。

と　き ところ

4 月15日（土）

午前8時30分～
午前11時まで

三ヶ野生活改善センター（崎）
B&G海洋センター（大内山）

7 月22日（土） 役場本庁駐車場（滝原）
山村広場（野添）

9 月 2 日（土） 三ヶ野生活改善センター（崎）
B&G海洋センター（大内山）

10月28日（土） 役場本庁駐車場（滝原）
山村広場（野添）

12月 2 日（土） 三ヶ野生活改善センター（崎）
B&G海洋センター（大内山）

1 月13日（土） 中部電力駐車場（錦）

3 月10日（土） 役場本庁駐車場（滝原）
山村広場（野添）
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くらしの情報くらしの情報

平成29年4月からスプレー缶とライター類は有害ごみに！

香肌奥伊勢資源化プラザからお知らせ

　現在、スプレー缶は穴をあけて缶類に、ライター類は使い切って不燃類に分別をしていただ
いておりますが、平成29年4月から「有害ごみ」になります。
　スプレー缶は使い切って、穴は開けないでください。また、ライター類は使い切って「有害ご
み」の日にそれぞれ別々に出してください。
　指定ごみ袋には入れなくてもかまいません。

対象となるもの

①スプレー缶
　（使い切って穴を開けないこと。キャップは付けたままで。）

②ライター類
　（使い切る）ライター・点火棒

※ 万が一穴を開けてしまっても「スプレー缶（有害ごみ）」
に分別してください。

　「缶類」に混入されたものは、回収されません。

※ 「不燃類」に混入されたもの
は、回収されません。

平成29年４月から取扱可となるもの
　これまで取扱不可としてきた下記の物が、平成29年4月から取扱可となります。対象は一般
家庭から出る物になりますので、出し方を確認の上、分別をお願いします。

１．車の部品
　　 指定ごみ袋（資源ごみ）に入るものに限ります。オイルが入っているものやバッテリーは取

扱できません。
　　≪事業者等から出るものについては産業廃棄物になりますので、取扱できません。≫

２．苗箱
　　 指定ごみ袋（可燃ごみ）に入れ、可燃ごみの日に出していただくか粗大ごみとして資源化プ

ラザへ持ち込むことができます。
　　 ≪事業所及び専業農家等から出るものについては産業廃棄物になりますので取扱できません。≫

３．畦シート、寒冷紗
　　１ｍ四方以下に切って、指定ごみ袋（可燃ごみ）に入れたものに限ります。

　　 ≪事業所及び専業農家等から出るものについては産業廃棄物になりますので取扱できません。≫

問い合わせ　香肌奥伊勢資源化プラザ　℡0598-49-4311
　　　　　　環境水道課　　　　　　　℡86-2245

殺虫剤、塗料
のスプレー缶

ヘアスプ
レーの缶

カセットガス
ボンベの缶
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くらしの情報

国家公務員募集のお知らせ
　人事院は、平成29年度に次の採用試験を行います。受験案内等は人事院ホームページからダ
ウンロードできます。また、受験申込はインターネットにより行ってください。
　詳しくは、当事務局までお問い合わせください。
◇総合職試験（院卒者・大卒程度試験）
　・受験案内等の人事院ホームページ掲載日 平成29年2月1日（水）
　・受付期間 平成29年3月31日（金）～4月10日（月）
　・第1次試験日 平成29年4月30日（日）
◇一般職試験（大卒程度試験）
　・受験案内等の人事院ホームページ掲載日 平成29年2月1日（水）
　・受付期間 平成29年4月7日（金）～4月19日（水）
　・第1次試験日 平成29年6月18日（日）
◇一般職試験（高卒者試験・社会人試験（係員級））、税務職員試験
　・受験案内等の人事院ホームページ掲載日 平成29年5月9日（火）
　・受付期間 平成29年6月19日（月）～6月28日（水）
　・第1次試験日 平成29年9月3日（日）

問い合わせ　人事院中部事務局　第二課試験係　℡052-961-6838
　　　　　　（http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm）

労働基準監督官採用試験のご案内

問い合わせ　三重労働局　労働基準部監督課　℡059-226-2106

受付期間 平成29年3月31日（金）午前9時～4月12日（水）【受信有効】
※申込みはインターネットにより行ってください

第1次試験日 平成29年6月11日（日）
合格者発表日 平成29年7月4日（火）午前9時
第2次試験 平成29年7月12日（水）～7月14日（金）
合格者発表日 平成29年8月23日（水）午前9時

受験資格

１．昭和62年4月2日～平成8年4月1日生まれの方
２．平成8年4月2日以降生まれの方で次に掲げるもの
　　（1）大学を卒業した方及び平成30年3月までに大学を卒業する見込みの方
　　（2）人事院が（1）に掲げる方と同等の資格があると認める方

採用予定人数
労働基準監督Ａ（法文系）　約170名
労働基準監督Ｂ（理工系）　約40名
採用予定数は、2月1日現在の見込みです。

問い合わせ　名古屋国税局　人事第二課試験係　℡052-951-3511
（http://www.nta.go.jp/nagoya）

国税専門官採用試験受験者募集のご案内
　名古屋国税局では、次のとおり税務職員を募集します。

職　　種 国税専門官

受験資格

①昭和62年4月2日～平成8年4月1日生まれの方
②平成8年4月2日以降生まれの方で次に掲げるもの
　・大学を卒業した方及び平成30年3月までに卒業する見込みの方
　・人事院が上記に掲げる方と同等の資格があると認める方

申込方法 インターネットにより申し込んでください
受付期間：平成29年3月31日（金）午前9時～4月12日（水）【受信有効】

試 験 日 第1次試験　平成29年6月11日（日）
第2次試験　平成29年7月12日（水）～7月19日（水）のうち指定する日
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※応募の際には必ず電話番号等の連絡先を記載して下さい。
（問）企画調整課広報たいき担当　℡86-2214　Fax86-3500　メールkik@town.mie-taiki.lg.jp
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梢

5月号（5月19日発行予定）

掲載の締切りは4月21日（金）です。
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こんにちは保健師です
あなたも“ゲートキーパー”に

問い合わせ　健康福祉課　保健師　℡86-2216

　3月は「自殺対策強化月間」です。わが国では、年間約3万人近くの方が自ら命を絶っています。
　特別な人が特別な理由で自殺するのではありません。さまざまな問題により、追い込まれた
末に、自ら命を絶ってしまいます。
　“ゲートキーパー”とは、悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、
見守る人のことです。特別な資格を持った人や専門家のことではありません。
　悩みを抱えた人は、「人に悩みを言えない」「どこに相談に行ってよいか分からない」「どのよう
に解決したらよいか分からない」等の状況に陥ることがあります。残念ながら、相談窓口があっ
ても、実際に利用される方はまだまだ少ないのが現状です。
　そこで、身近な人達がお互いにゲートキーパーとなり、「相談につなぐ」・「支援につなぐ」入
り口となり、お互いに支えあうことが大切です。

　あなたの大切な人の様子が『いつもと違う』と感じた時、まずは『声をかけて』みてください。
　その一言から支援の輪をつなげていきましょう。

ゲートキーパーにできることは・・・

気づく：家族や仲間の変化に気付いて、声をかける

聴　く：本人の気持ちを尊重し、じっくりと耳を傾ける

つなぐ：早めに専門機関や専門家に相談するよう勧める

見守る：温かく寄り添いながら、じっくりと見守る

「介護予防・日常生活支援総合事業」が始まります

平成29年4月から

問い合わせ　健康福祉課　℡86-2216

　平成27年度に改正された介護保険法に基づき、介護予防・日常生活支援
総合事業（総合事業）が平成29年4月1日から始まります。
　総合事業とは、要支援1・要支援2の方が利用されている全国一律の介護
予防訪問介護（ホームヘルプサービス）および、介護予防通所介護（デイサー
ビス）を地域の実情に合った事業としてサービスを提供するものです。
　なお現在、要支援1・要支援2の認定を受け、訪問介護、通所介護を利用
されている方は、引き続き同じ内容のサービスをご利用いただくことができ
ます。
　訪問介護と通所介護以外の予防給付（要支援者に対する福祉用具貸与や訪問看護、通所リハビ
リテーションなどのサービス）に変更はありません。
※ 現在、要支援1・要支援2の方で、訪問介護や通所介護を利用されている方は、平成29年4月

以降の要支援認定更新から総合事業に移行します。
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ヘルシー食生活通信

幼児期のおやつの与え方のポイント
　体がぐんぐん成長する子どもは、朝・昼・夜の3食だけでは必要な栄養を
十分摂取しきれません。それを補うのが、子どもにとってのおやつです。

①おやつの時間を決めて、メリハリをつける

　欲しがるときにいつでもあげていると、だらだら食べになり、むし歯の原因
にもなりやすくなります。また、お腹が空かないので、その後の食事が進みにくくなります。

②「ながら食べ」をさせない

　テレビを見せながら、遊びながら、歩きながらなどの「ながら食べ」は、食べた気がしないので、
食べ過ぎの原因になります。また、よく噛まずに丸飲みしたり、喉に詰まらせたりすることも
あるので気をつけましょう。

③「袋ごと」を与えない

　袋ごと食べると食べたいだけ食べてしまいがち。1回分の食べる量だけをお皿に分けて、あげ
るようにしましょう。

④不足しがちな栄養を補えるものを選ぶ

　幼児期のおやつは食事のうち。芋類、おにぎりやサンドウィッチ、ヨーグルト、果物等選び
ましょう。

⑤なるべく市販のお菓子に頼らない

　市販のお菓子を選ぶときは、着色料や保存料などの添加物がなるべく少ないものを選びましょ
う！

☆豆乳もちのきなこがけ☆

【材料　大人2～3人分

（子ども約5人分）】

豆乳 150cc

さとう 大さじ1/2

片栗粉 大さじ1

きなこ 大さじ1/2

塩 少々

【作り方】
①　きなこと塩を混ぜておく。
②　鍋に豆乳・さとう・片栗粉を入れて火にかける。
　　焦げないように木べらでしっかりかき混ぜる。
　　固まりだしたら、火を止めて余熱で火を通す。
③　②をスプーンですくって①をまぶす。

エネルギー たんぱく質 脂　質 塩　分
33kcal 1.3g 1.3g 0.0g

【子ども1人分の栄養価】
ヘルスメイト

不足しがちな大豆製品を

使った簡単おやつ
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　日時などに変更がある場合は行政チャンネ
ルでお知らせします。

●成人健康相談
　4月はお休みさせていただきます。

●妊婦・産婦・育児相談

　母子健康手帳をご持参ください。

　18日（火）　午前10時～午前11時30分
子育て支援センター　すくすく

4月の くらしのカレンダー

「よい歯でいきいきコンクール」参加者募集のお知らせ

申込み・問い合わせ　伊勢地区歯科医師会事務所　℡0596-24-1904
（受付時間　平日午前9時～午後4時）

　伊勢地区歯科医師会では、伊勢市・度会郡在住の80歳以上で歯が20本以上残っ
てみえる方（治療の有無は問いません）を募集いたします。
　このコンクールは6月の“歯と口の健康週間事業”の一環として行われ、6月4日
（日）に優秀な方の表彰式を実施いたします。

募集期間 平成29年4月1日（土）～5月8日（月）

申込方法
健康保険証など年齢を確認できるものをご持参の上、伊勢市・度会郡の歯科医
院（伊勢地区歯科医師会会員）にて審査を受けてください。（審査料は無料です）

危険物取扱者試験予備講習会開催のご案内

問い合わせ　紀勢地区防火協会事務局（紀勢地区広域消防組合予防課内）　℡0598-82-3613

※予防講習を申し込む方は、危険物取扱者試験申請（願書提出）の手続きをお忘れなく！
　願書受付期間：平成29年4月13日（木）～4月24日（月）
　（電子申請の場合は、平成29年4月10日（月）～4月21日（金）午後5時）

と　　き 平成29年5月12日（金）　午前9時～午後4時
と　こ　ろ 紀勢地区広域消防組合　消防本部2階　会議室（大台町佐原754）
受付期間 平成29年4月3日（月）～4月28日（金）
定　　員 20名（定員になり次第締め切らせていただきます）
内　　容 乙種第4類危険物取扱者試験の受験予定者を対象とした内容
受講料等 受講料、テキスト代が別途必要です
そ　の　他 申込書、試験願書等は奥伊勢消防署、紀勢分署、南島分署、宮川出張所にあります

あ ゆ み 診 療 所

～ 皮 膚 科　開 始 の お 知 ら せ ～
平成29年3月1日（水）

毎週水曜日　午前9時～正午
皮膚科専門認定医が専属にて診療・治療を行います
〈皮膚疾患でお悩みの方、ご相談ください〉
診療科目：内科・リハビリテーション科・皮膚科
〒519-2703　三重県度会郡大紀町滝原873番地
お問い合わせ先　℡0598-86-3111
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1月の納税など1月の納税など

　固定資産税
　国民健康保険税
　介護保険料
　後期高齢者医療保険料
　水道料金

3月の納税など 町のすがた　2月末現在

人口 9,074人

男 4,296人

女 4,778人

世帯数 4,185戸

行事・催し物のご案内 

イベント名 と　き ところ

まゆみ桜まつり
平成29年3月25日（土）※雨天の場合は翌日
午前10時～午後2時 グリーンパーク大内山芝広場

町広報紙「広報たいき」を郵送します（町内の各戸配布は変わらず行われます）
　平成29年度分（平成29年4月号～平成30年3月号）の「広報たいき」を希望される方に郵送いたし
ます。
　町内の方には、これまでどおり各戸配布にてお届けさせていただきますが、各戸配布以外に希
望される方や事業所・企業の方で郵送を希望される方は、企画調整課までお問い合わせください。
　なお、「広報たいき」は発行日（毎月第3金曜日（ただし1月号及び特別な場合は除く）に役場本庁
及び各支所の窓口に配置しております。

問い合わせ　〒519-2703　三重県度会郡大紀町滝原1610-1
大紀町役場　企画調整課　広報広聴係　℡0598-86-2214

“錦ぶりまつり”
と　き ところ

平成29年4月1日（土）午前10時から 錦第二魚市場内（築地）

問い合わせ　錦ぶりまつり実行委員会事務局（三重外湾漁協　錦事業所内）　℡73-2111

今年もやります！

満１歳！　お誕生日おめでとう

滝
原　

本ほ
ん

田だ

　
悠ゆ

う

真ま

　
ち
ゃ
ん

父
・
雄
大　

母
・
真
紀
子

マ
イ
ペ
ー
ス
で
癒
し
た
っ
ぷ
り

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の

笑
顔
を
見
せ
て
ね
!!

錦　梅
うめ

村
むら

　華
はる

妃
ひ

　ちゃん

父・学人　母・美沙

毎日元気いっぱいのはるちゃん！

これからもすくすく育ってね！


